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2-2 本日の論点①「発電側」の目標数値

➢ 需要側からみた

「府内の総電力需要に占める再エネ電力の割合」

の数値目標を新たに設定 2030年度 35％

➢ 発電側からみた

「府内の総電力需要に対する府内の再エネ発電電力量の割合」

の数値目標を見直し 2030年度 25％（37億kWh/年）

継続指標

新規指標

指 標
実績 現行プラン 改定プラン（案）

2020年度 2025年度 2030年度

需要側
府内の総電力需要に占める再
エネ電力の割率

１７％
（2016年度）

ー （未定） ３５%

発電側
府内の総電力需要に対する府
内の再エネ発電電力量の割合

９.4％
（2019年度）

１２％ １６% ２５%

事務局案

⚫ 「発電側」の新たな目標数値は、電源ごとの導入目標の積み上げから「2030年度25％」とし
てはどうか。（電源ごとの数値は後述）

⚫ 目標達成に向け、導入ポテンシャルと導入実績にギャップの大きい再エネ電源（2-3）に重
点的施策を講じる方向

京都府再生可能エネルギー
の導入等促進プラン委員会
令和２年９月１日資料引用
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2-3 再エネ電源構成（現状）とポテンシャルギャップ
⚫ 府内の再エネ発電量が最も多いのは水力（５割弱）で、次いで多い太陽光。合わせて全体の

９割以上を占める。【左図】
⚫ 環境省公表（2020年６月）「再生可能エネルギー情報提供システム（REPOS）」の再エネ

電源種別導入ポテンシャルによると、京都府内では陸上風力が太陽光を上回る発電ポテンシャ
ルを有する。（他方、陸上風力の導入実績は極めて小さい）【右図】
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京都府の再エネ電源構成（発電量ベース）

（2019年度末時点）

京都府の電源別の再エネポテンシャルに占める導入実績（比率）

（実績は2019年度末時点：kWhベース）

（出所）ポテンシャル：環境省「再生可能エネルギー情報提供システム（REPOS）」、導入実績：資源エネルギー庁FIT認定情報等より京都府調べ

京都府再生可能エネルギー
の導入等促進プラン委員会
令和２年９月１日資料引用

2



2-4 「2030年度25％」に向けた電源別目標（案）

2019
（実績）

2030
（想定）

増加量
増加量
（出力）

増加率 考え方（案）

太陽光 6.7 17.4 +10.7 +800MW 260%

■建築物を中心に導入促進を図る
・戸建て（既築）：7％→15％【+3.7億】※現状の２倍程度
・戸建て（新築）：15％→50％【+4.7億】※国のZEH目標を引用
・事業用建築物（集合住宅含む屋根置き）：700棟/年＠10kW
（条例規定）【+1.0億kWh】
・野立て：FIT認定40kW以上未稼働案件半数稼働【+1.3億kWh】

水 力 7.6 7.6 - - -
※ 2030年までの中～大規模水力の新規開発は想定し難いが、マイク
ロ水力（概ね100kW以下）等の導入促進に重点を置き施策を実施

バイオマス 1.5 2.3 +0.8 +12MW 153%

・2020.4竣工済木質バイオマス発電所【＋0.5億】
・消化ガス発電：現状の約1MWから倍増【＋0.08億】
・ごみ発電：2022、2025年２基竣工予定【＋0.1億】
・未利用材年間３万トン相当分（現状の２～３倍の搬出量）のバイ
オマス発電【＋0.16億】

風 力 0 10.0 +10.0 +380MW - ・ウィンドファーム：２～３か所程度（＠100～200MW規模）

①合計 15.8 37.3 +22.2 +1,192MW 240%

②電力需要 169 152 -17 - △10％
・府が目指す「2013年度比排出量△40％減」（改正温暖化対策条
例（案）の目標）に向け、2018年度比に置き換えると約25％減を達
成する必要があるが、電化率向上の影響も勘案し、△10％で試算

①／②
（目標指標）

9.4％ 25％ - - -

⚫ 下図のとおり、電源ごとの方針に基づき導入目標を定め、電力需要量△10％を前提に2030
年度の目標数値を「25％」（再エネ導入量37億kWh）と設定

⚫ 実現に向け鍵を握る電源は陸上風力と太陽光であり、それぞれ「０→10億kWh」、「７億
kWh→11億kWh」の増加を目指し、限られた財源を効果的に投じる施策を講じる方向

（単位：億kWh/年）

「発電側」の2030年度25％（約37億kWh）目標の達成に向けた各電源の想定案

京都府再生可能エネルギー
の導入等促進プラン委員会
令和２年９月１日資料引用
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導入ポテンシャルと再エネプラン目標 ～太陽光発電～

設備容量

建物：7,614 MW
土地：6,399 MW

年間発電電力量

建物：9,533 GWh
土地：7,912 GWh

（計 174.5億kWh）
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府内ポテンシャル 174.5 億kWh

2019年実績 6.7 億kWh

2030年プラン目標 17.4 億kWh

ポテンシャルの約10％
出典：再生可能エネルギー情報提供システム REPOS（リーポス2022年８月時点）
http://www.renewable-energy-potential.env.go.jp/RenewableEnergy/



導入ポテンシャルと再エネプラン目標 ～風力光発電～

設備容量

陸上：4,126 MW

年間発電電力量

陸上：10,610 GWh
（106.1億kWh）
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府内ポテンシャル 106.1 億kWh

2019年実績 0 億kWh

2030年プラン目標 10.0 億kWh

出典：再生可能エネルギー情報提供システム REPOS（リーポス2022年８月時点）
http://www.renewable-energy-potential.env.go.jp/RenewableEnergy/

ポテンシャルの約10％



環境省
我が国の再生可能エネルギー
導入ポテンシャル
概要資料導入編 ｐ１引用
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環境省
我が国の再生可能エネルギー
導入ポテンシャル
概要資料導入編 ｐ４引用
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環境省
我が国の再生可能エネルギー
導入ポテンシャル
概要資料導入編 ｐ５引用
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環境省
我が国の再生可能エネルギー
導入ポテンシャル
概要資料導入編 ｐ９引用
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環境省
我が国の再生可能エネルギー
導入ポテンシャル
概要資料導入編 ｐ11引用
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